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日中省エネルギー・環境ビジネス推進協議会（JC－BASE） 

2013 年度～2014 年度 事業報告 

 

 

日中省エネルギー・環境ビジネス推進協議会（JC-BASE）は、2006 年 5月に東京で開催された

「第 1回日中省エネルギー・環境総合フォーラム」の成果を踏まえ、今後の対中省エネルギー・

環境ビジネス推進を図る強力な推進母体として、経済産業省、日本経済界の支援、協力を得て、

同年 12 月に設立された。 

主として中国での省エネルギー等環境関連ビジネスに関心を有する日本の企業や産業団体が

参加しており、日本の経済界としては初の日中省エネルギー・環境協力推進の横断的な組織で

ある。 

設立以来、一般財団法人日中経済協会と緊密な連携を図りながら、日本企業の対中省エネル

ギー・環境ビジネス推進を図る為、総合的、具体的、実践的なサポートに努めると共に、ビジ

ネス拡大に向けての障害や問題の克服に向けて様々な事業活動を展開してきた。事業の拡大に

伴い、対中省エネルギー・環境ビジネスに関心を有する企業・団体からの加入要望も増え、2015

年 3 月現在、企業・団体会員数は 345 社・団体となっている。 

2013 年度～2014 年度は、会員企業・団体の協力を得ながら、下記の通り事業を実施した。 

 

I. 「日中省エネルギー・環境総合フォーラム」開催への協力 

【2013 年度】 

 2012 年の尖閣諸島をめぐる外交上の問題が発生して以降、日中関係は国交正常化以来最悪と

言われる状態に陥り、両国の世論が相互に不信感を抱く事態となった。 

 この状況の下、当協議会は主催者である経済産業省・日中経済協会と共に様々な交流の場面

を活用して積極的な働きを行なったが、予定していた「第 8 回日中省エネルギー・環境総合フ

ォーラム」は開催に至らなかった。 

 尚、本年度は、JC-BASE のネットワークを活用して、日本の省エネルギー等環境関連設備及び

技術を取りまとめた「日本企業の省エネルギー・環境関連設備・技術一覧 DVD」の内容を改訂し

て、2013-2014 年度版を作成した。当 DVD を中国政府、設計院・技術評価機関等を含む専門機関、

企業関係者に広く配付し、中国への普及促進をサポートした。 

 

【2014 年度】 

 「第 8回日中省エネルギー・環境総合フォーラム」が 2014 年 12 月 28 日北京において、経済

産業省、日中経済協会、国家発展改革委員会、商務部の主催により開催された。当協議会では、

経済産業省の省エネルギー・環境関連の主要課室や主要産業団体等からなる「連絡会」を開催

し、フォーラムにおける各分科会の全体的構成や個別内容等について、各産業界のニーズの把

握や調整を行ない、会議内容の充実化、参加者の招聘などの役割を果たした。
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「第 8回日中省エネルギー・環境総合フォーラム」概要 

開催日 2014 年 12 月 28 日（日） 

場 所 北京（遼寧大厦） 

主 催 [日本側] 経済産業省、日中経済協会 

[中国側] 国家発展改革委員会、商務部 

出席者 [日本側] 高木陽介 経済産業副大臣、渡文明 日中経済協会副会長、 

     上田隆之 資源エネルギー庁長官、天野浩 名古屋大学大学院教授 

[中国側] 解振華 国家発展改革委員会副主任、高燕 商務副部長 

     王小康 中国節能環保集団董事長 

     王毅 全人代常務委員会委員・中国科学院政策研究所所長 

 

など、日中総勢 500 名（日本側 250 名、中国側 250 名）が出席 

プログラム 午前: 全体会議（基調講演、特別講演、調印文書交換式、総括） 

昼食 

午後: 分科会 

   ①エネルギー管理システム・LED 

②石火力発電（クリーンコールテクノロジー） 

③大気汚染対策 

④循環経済 

⑤次世代自動車 

⑥長期貿易  

協力合意案件 41 件 

 

 尚、本年度は 2013 年度に引き続き、「日本企業の省エネルギー・環境関連設備・技術一覧 DVD」

の内容を改訂して、2014-2015 年度版を作成した。当 DVD を上述の第 8回日中省エネルギー・環

境総合フォーラムにおいて中国側政府・企業に配布したほか、日中経済協会の各種交流活動を

通じて配付し、中国への普及促進をサポートした。 

 

II. 中国地方政府等との協力・交流事業 

 日中経済協会は、個別・具体的な省エネルギー・環境プロジェクトの発掘、推進を図る為、

これらプロジェクトの具体的なニーズを把握している中国地方政府との協力・交流を進めてい

るが、当協議会はこれに対し全面的な協力、サポートを実施した。 

 具体的には、ニーズ・シーズ関連情報の受発信、企業等の関係者を含む訪日・訪中代表団の

受入れ・派遣、中国の省エネルギー・環境専門家の研修協力等への協力、サポート等を行なっ

た。 

 

2013 年度に実施された中国地方政府等との主要な協力・交流事業 

地域 月日 概要 

北
部 

遼寧 10/22-25 

「関西・アジア 環境・省エネビジネス交流推進フォーラム」と

共に、遼寧省と瀋陽市の政府、環境関係団体、企業との交流を実

施。現地日系企業の環境市場参入状況を調査 
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東北3省

+内蒙古 
10/27-28 

遼寧・吉林・黒龍江・内蒙古と日本経済界の間で毎年定例の「日

中経済合作会議」を新潟で開催、「省エネ・環境分科会」におい

て、大気汚染、蓄電池、水処理等の分野で交流 

黒龍江 12/15-19 

大気汚染の深刻なハルビン市を含む、黒龍江省の大気汚染対策行

動計画を中心に省エネ等環境政策について情報収集、大慶市の

CCS-EOR 技術の導入サイトを視察 

沿
海
部 

天津 

12/11 

許紅星・天津開発区管理委員会主任、党組副書記を団長とする、

天津開発区管理委員会一行が TEDA 日本事務所の紹介で来会。今後

の交流促進について意見交換 

3/10-15 

 2013 年 10月中旬に派遣した「大気改善設備技術交流ミッション」

を受け、天津の鋳造業界団体である天津市鋳鍛行業協会・王継英

秘書長を団長とした 11名が構成する天津市省エネ・環境訪日団が

来日。東京において交流会、ビジネス・マッチング会を開催した

ほか、一般社団法人日本鋳造協会の協力を得て、我が国の関連企

業を訪問し、ビジネスの強化を目的とした意見交換を実施 

山東 

4/8 
山東省政府外事弁公室協議団一行が来会。山東省との新エネ・省

エネ環境分野の交流協力について意見交換 

7/28-8/3 

岡本理事長一行が済南、青島を訪問。山東省政府、青島市政府と

交流。青島市と省エネ・環境分野での覚書締結について提案を受

けた 

7/29 
煙台経済技術開発区商務局孫宇副処長が関西事務所往訪。ハイテ

クを重点に投資誘致をしており、具体案につき意見交換 

8/19 

李建勛・棗荘市経済・情報化委員会主任を団長とする、山東省北

九州環境保護研修団が来会。グリーン建築などについて、日中経

済協会と意見交換 

9/8-11 

張洪躍・済南市城郷建設委員会副主任を団長とする山東省グリー

ン建築訪日代表団を受入、日本の省エネ建築やスマートシティ開

発などの現場視察、理解増進。セミナー開催、企業交流。 

12/10 青島市科技局姜波局長一行の海洋研究開発機構訪問をサポート 

1/21 

呂偉・山東省商務庁副庁長一行が来会、3月の大阪での「第 16 回

山東省輸出商品展示商談会」について紹介、協力要請。省エネ・

環境分野での交流についても意見交換 

1/22-26 

魏建強・山東省発展改革委員会副巡視員、漳平・山東鋼鉄集団有

限公司副総経理をはじめとする山東省政府・鉄鋼企業関係者一行

が来日、省エネ・環境対策、特に大気汚染対策について企業を視

察・交流 
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2/28 

青島市馬衛剛商務局長一行が来会、京都市・川崎市と交流関係、

金融試験区や港の改造等のほか、新型都市化の一環で、西海岸新

区にドイツと中徳生態工業園を建設。省エネ・環境での日中経済

協会との協力強化を期待 

3/17-21 

山東省中部の重化学工業都市、淄博（しはく）市を日中大気環境

改善対策のモデル地区にしようという構想のもと、張慶盈・淄博

市副市長を団長とした視察団が来日、東京で２度に渡り当協会、

大気ネットワーク、関連企業、政府関係者等との交流会議を開催

するとともに、火力発電所、北九州市、山口県、周南市、トクヤ

マ等の対策先進地区・山東省、淄博市とのゆかりのある自治体・

企業を訪問 

3/27 

中国国際貿易促進委員会山東省分会宋副会長一行が日本貿促 60

周年記念行事出席の為に来日。新年度の日本と山東省との交流活

動予定につき、紹介・日経協との協力の可能性につき意見交換 

河北 

9/15 
「唐山市現地視察会」に北京事務所所長が参加、日本企業の進出

状況、曹妃甸工業区を見学 

9/26 

唐山市郭競坤副書記一行が来会、唐山市の大気汚染状況について

紹介、大気汚染改善ネットワーク企業がプレゼンする交流会議を

開催 

上海 2/19 

汪小澍・上海市人民対外友好協会常務副会長を団長とする、上海

市人民対外友好協会代表団が来会。友好協会自身も経済交流活動

支援を進めているため、当協会の最近の環境事業や高齢者産業へ

の取り組みに関心があり、当該分野で、今後の経済交流の可能性

について意見交換 

江蘇 

4/23 「2013 中国泰州海陵（東京）投資懇談会」を共催 

7/26-8/1 

「宜興環境高峰論壇」（主催：全国工商聯環境サービス業商会）

に参加、中央政府の環境担当部門や企業関係者と交流、日本企業

のマッチング支援。宜興環保工業園との今後の協力活動について

協議 

7/30 常州市武進区政府一行が来日、東京での投資説明会開催に協力 

8/7 
塩城市の「中国塩城（東京）スマートシティ協力説明会」開催に

協力 

10/21 

江蘇省宜興環保産業技術研究院の協力で「日中省エネ・環境企業

交流会」を開催、双方参加企業がプレゼンテーション、個別マッ

チング、園区企業を視察。 

11/25 
孫中華・連雲港市徐圩新区副主任・国家東中西部地域協力モデル

区副主任一行が来会、同モデル区について紹介。中西部地区の対
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外開放の窓口機能強化を目指す 

11/26 

黄政・江蘇省貿促会副会長一行が来会、「中国（昆山）ブランド

製品輸入交易会」（2014 年 5 月、昆山）について紹介。商務部、

貿促会、江蘇省政府の共催で、国家級輸入取引のプラットフォー

ムとして省エネ・環境を含む展示商談会。協力を検討 

12/12 

孫健・淮安市商務局長一行が来会、同市の経済状況や日本工業団

地について紹介。産業移転先として鍍金集中加工センターを設置

していることなど、今後の協力を検討 

広東 

6/5-8 
王得坤・清遠市副市長を団長とする訪日団を受入れ、自動車産業

を中心に企業交流 

3/11-15 
広東省省エネ協会と共催で、広東省・関西省エネ技術交流セミナ

ーを広州市で開催。 

中
部 

湖北 

4/15-16 

日本企業と共に黄石市を訪問、地元政府との間で磁湖水環境対策

会議を開催、アジア開銀借款対象事業の進捗状況について情報収

集、現地視察 

9/24-27 

黄石市張家勝副書記を団長とする黄石市政府訪日団を受入、水処

理・農業機械・コールドチェーンについて企業と交流。湖沼浄化、

植物工場、スマートシティを視察。日中経済協会との連携強化を

協議 

10/3-4 

黄石市周先旺書記一行を受入、北九州市の環境取組、エコタウン

を視察。東京で黄石市訪問企業との交流会議を開催、プラットフ

ォーム設置を協議 

12/4-6 

黄色市の湖沼浄化対策をはじめとする省エネ・環境改善プロジェ

クトへの日本企業の参入のため、今年 3 回目となる現地訪問。磁

湖水質浄化対策、県域の水源周囲の水処理対策について視察、意

見交換。これまで活動に参加した企業を核に、12/24「日中経済協

会 黄石市省エネ・環境等発展協力協議会」を立ち上げ 

3/11 
湖北省黄謀宏商務庁副庁長一行が来会、省エネ・環境ビジネスの

交流を中心に意見交換 

安徽 1/20-23 

安慶市からの要請で、安慶石化等石化企業の環境対策に日本の技

術・経験を活かすため、関係企業 4 社による現地訪問チームを派

遣、市政府・大観区環境保護局、石化園区、安慶石化と協議 

西
部 

四川 10/23-27 

「第 14 回中国西部国際博覧会」に参加。日本エネルギー経済研究

所と共催で「日中低炭素社会セミナー」を開催、日本企業 10 社の

出展をサポート、企業マッチングを支援 
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11/27 
盧也・徳陽市副市長一行が来会、同市が企画する中日協力園区に

ついて紹介、大気汚染対策について意見交換 

12/16 

四川省博覧会事務局劉萌副局長一行が来会（劉副局長は西部博低

炭素社会セミナーに出席、挨拶）。西部博の省エネ・環境保護を

含む専門性強化について協力要請。四川省の重点政策は自動車・

情報・クリーンエネルギー・環境と紹介、協力強化で合意 

  

河南 5/18-20 

「第 8 回中国中部投資貿易博覧会」（主催：商務部）に参加、北

京事務所が「中部 6 省ビジネスラウンドテーブル」などの分科会

を開催 

青海 6/9-14 
「2013 中国青海緑色発展投資貿易商談会」（西寧市）、太陽光発

電、水力、ごみ処理等の有力企業と交流 

広西 12/11 

丁元龍・欽州市産業園管理委員会副主任、肖瀟・欽州市外事僑務

辧公室主任ほかが来会、マレーシアとの協力で建設された同産業

園について紹介、情報交換 

 

分野 月日 概要 

大気 

4/18 
北京での日中大気汚染セミナーに参加（主催：日中友好環境保全セン

ター） 

7/7-13 
専務理事が中央政府関係機関との面談のため出張、合わせて大気汚染

改善協力の活動計画について説明し、意見交換 

9/8-11 

「大気改善設備技術交流ミッション」（団長：岡本理事長）を北京に

派遣。商務部、環境保護部、国家発展改革委員会ならびに北京市に対

し、日本企業の技術・設備や地方自治体の取組について紹介、情報交

換、企業マッチング支援 

10/13-19 

「大気改善設備技術交流ミッション」が北京、天津、河北、山東、遼

寧を訪問。各地方で地元政府・企業に対し、大気汚染改善技術・設備

を紹介。企業マッチングを支援 

水 

4/12-13 

「第 11 回水業戦略論壇」（中国水網主催、北京）に参加。中国水ビ

ジネス業界の企業トップの経営戦略について情報収集、日本企業のマ

ッチングを支援 

6/28-29 

「第 7回環境技術論壇」（中国水網主催、北京）に参加。上下水道、

工業排水、再生利用、海水淡水化のほか、重金属汚染やごみ処理につ

いての中国の技術の現状と課題について情報収集、日本企業のマッチ

ングを支援 

9/12-13 

「第 5回上海水ビジネス“熱点”論壇」（中国水網主催、上海）に参

加、汚泥処理に特化した全国的な関係者の集まり。汚泥処理ニーズや

日本の技術の位置づけ等確認、専門家、企業との人脈形成、企業マッ
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チング支援 

11/19-27 

首都海水淡水化供水事業に関係する、清華大学、北控水務、北京市市

政工程設計研究総院の専門家を受入れ、メガトンプログラムシンポジ

ウムに参加、北九州、福岡の海水淡水化施設を視察、膜メーカーとの

交流をサポート 

11/25-30 

天津万峰環保科技有限公司の日本での機器調達活動を支援。水処理・

汚泥処理を中心に都葛西水再生センター、諏訪湖流域下水道事務所等

を視察、環境事業関連企業との交流をサポート 

12/2-4 

「2013 中国水博覧会＆中国国際膜・水処理技術及装備博覧会」（水利

部主催、北京）に昨年に引き続いて出展、日本の上下水道、工業団地

排水処理、湖沼浄化や日本企業の技術・設備について紹介。「中国国

際水務高峰論壇」で専門家、企業による講演を実施。企業マッチング

を支援 

1/22-24 

第 5 回国際水ソリューション展（InterAqua2014）に昨年に引き続き

出展、中国の水資源、上下水道、水ビジネスの状況や、水処理関連マ

ッチング支援を紹介した資料を配付、中国水処理市場について相談に

応じる 

3/3-8 

王洪臣・中国人民大学環境学院副院長一行を受入、熊本市で下水処

理・汚泥処理、諏訪湖流域の湖沼浄化について視察・理解増進、東京

でセミナー、企業マッチングを支援 

スマコミ 

5/28 
程永華・駐日中国大使一行の「柏の葉スマートシティ」視察をアレン

ジ 

7/25 

刑継俊・中国科学技術交流センター副主任一行が来会、「中日韓グリ

ーンテクノロジーフォーラム」（10 月、北京）について紹介。LED、

水処理、グリーン建築等をテーマに政府・企業の交流活動。協力を検

討 

  

2014 年度に実施された中国地方政府等との主要な協力・交流事業 

地域 月日 概要 

北
部 

遼寧 7/19-20 日中東北開発協会と共に、遼寧省中日友好協会と共催で、本渓

市にて「遼寧省シルバー産業交流会」を開催。高齢者向け施設

整備、関連人材育成等の分野での日本の豊富な経験を活かし、

同省の改題解決を支援 

吉林 12/8 陳偉根・吉林省副省長をはじめとする同省代表団総勢 30 人が

来日。日本企業関係者等 70 人が参加した吉林省経済貿易協力

交流会開催を支援。交流会では陳副省長が最近の吉林省の経済

状況等の説明を行い、同省代表団は日本企業等との懇談を実施 
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黒龍江 9/1-3 ハルビン市で開催された「第 3回中国国際新素材博覧会」に賛

助会員と共に出展し、日中省エネ環境ビジネス推進に向けた事

業を紹介 

沿
海
部 

天津 9/30 天津経済技術開発区郎東副主任一行が来会。中央政府の京津冀

（北京・天津・河北）一体化発展戦略の始動、上海に次ぐ自由

貿易発展区の設立認可の可能性の高まり等で更なる発展が期

待される同区と、引き続き協力関係を強化することで同意 

11/17 天津経済技術開発区（TEDA）管理委員会と共催で「天津経済技

術開発区（TEDA）投資環境説明会」を開催。TEDA と多角的に

懇談できる場を提供し、ビジネスマッチングを支援 

3/1-3/4 孫文魁副市長との会見、天津子牙循環産業工業園、天津経済技

術開発区（TEDA）低炭素経済促進中心訪問などを通じて今後の

協力関係発展について意見交換 

山東 4/20-21 生田専務を団長とする、「山東・淄博大気汚染対策モデル地区

構想視察団」が大気汚染改善協力の重点地方候補である山東省

済南、淄博、青島を訪問。ビジネス協力実現に向けた第 1回現

場視察・協議を支援 

7/9-12 岡本理事長が、山東省政府ならびにし博市責任者と協議、双方

の推進態勢と重点分野、覚書と調印のスケジュール等について

合意 

8/23-27 臨沂市人民政府魏華祥・副市長を団長とする、「山東省臨沂市

訪日団」が東忠ソフト等との IT 関連事業交流のために来日し、

当協会を訪問。通関手続きの簡略化や周辺都市との交通アクセ

スが便利な港をはじめとした物流インフラを完備した同市と、

今後協力関係を強化していくと確認 

8/26-30 山東省人民政府外事辧公室李栄・副主任を団長とする、省外

辧・泰安市の養老視察団一行が来日し、和歌山県との友好都市

提携 30 周年交流活動に参加。また関西の関連企業、都内の介

護付き養老施設視察の斡旋・同行 

9/25-27 坂根正弘・日中経済協会副会長・コマツ相談役を団長とする一

行 65 名が山東省を訪れ、2 日弱という短い期間に(1)郭樹清省

長との会見、(2)山東省政府とのハイレベル会議、(3)淄博市並

びに(4)青島市政府との交流を実施。これらを通して、中国の

中速成長を支える「改革」実行のトップランナー・山東省の強

い熱意を実感 



9 
 

11/7 「淄博市日中大気汚染対策総合モデル区」日本側専門家チーム

第 1回会合を開催。 

専門家チームは石炭のクリーン燃焼、SOx、NOx 及び微粒子汚染、

省エネ、粉塵、VOCs 対策等の関係機関・企業が参加。当会が窓

口となり淄博市側にアドバイスを提供、モデル区実施計画の策

定に協力 

11/28 孫建波副庁長を団長とする山東省経済貿易代表団一行が東京

で開催した「2014 中国山東省（東京）経済貿易協力懇談会」を

支援。山東省と日系企業との交流推進を支援 

12/11 青島市人民政府劉明君副市長をはじめとする政府及び企業関

係者からなる青島市訪日団を受入。東京で“青島市－日中経済

協会企業懇談会”を開催し、同訪日団と日本の政府・企業関係

者の総勢約 80 人による交流が活発に行われ、青島市と日本の

協力の可能性及び重要性についての双方の再認識と強化を促

進 

12/14-19 済南一建集団総公司胡雲双常務副総経理を団長とする山東省

済南市住宅産業化訪日団一行を受入。日本の建築産業現代化、

特に PCa（プレキャストコンクリート）の生産と使用実例につ

いて知見を深めるための企業視察を支援 

1/18-23 李樹民・淄博市副市長を団長とする「山東・淄博日中大気汚染

対策協力モデル区」訪日団 25 名を受入。東京・北九州で石炭

火力発電、石油精製コンビナート等を視察、日本側専門家チー

ムとの協議を行い、同市がとりまとめた、地元企業の汚染源対

策が必要な 39 件のニーズリストに基づき、日本企業とのマッ

チングを実施。 

2/3 山東省商務庁呂偉副庁長一行 6 名が「第 17 回中国山東省輸出

商品展示商談会」紹介のため来会。ジャーナルや HP で会員企

業への宣伝・紹介による支援を快諾 

3/4 青島市商務局馬衛剛局長一行 5名が来会。去る 2月中旬に行わ

れた青島市人代の報告を踏まえた青島市のマクロ経済状況、対

外貿易・投資の現状や、国家「一帯一路」戦略への融合計画、

青島の新しい物流政策を紹介 

3/25 山東省夏耕副省長一行を受入、ビジネス交流会を実施 

江蘇 4/15-16 南京の日系企業の視察、ビジネスニーズ、課題に係る意見交換、

鎮江のニューシティー・プロジェクト視察を実施 
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7/19-20 「2014 環境産業ハイレベル論壇」（於：塩城市、中華全国工商

聯環境服務業商会と中国循環経済協会の共催）に参加、中国の

省エネ、環境行政、学界組織、企業関係者に接触、第 8回日中

省エネ環境綜合フォーラム開催を念頭に、日中ビジネスマッチ

ングの共同推進、協力について協議 

10/24 合肥市江洪副市長一行 6名を受入。来日目的は、茨城県の霞ヶ

浦における水質環境の実態や対策について理解を深め、関係者

との交流実施。一行は霞ヶ浦を視察し、関係者と水処理につい

てディスカッションを行ったほか、当協会の賛助会員企業数社

と水処理事業について意見交換を実施 

1/30 劉敏・江蘇省溧陽市副市長一行 4名が来会。溧陽市は常州市に

属する「県級市」で、2012 年に設置の「江蘇中関村サイエンス

パーク」には、ハイテクエンド設備、健康、電子情報、グリー

ンエネルギー、ソフトウェア等の産業が集積。一行は当会にて

省エネ・環境関連分野を始めとするビジネス交流と日本企業誘

致についての意向を示し、滞在中にはイオンモール（株）本社

を訪問 

広東 9/18-20 広州総領事館からの依頼を受け「第 4回国際（広東）省エネ展」

にパネル展示出展。（人員派遣なし） 日中経済協会・フォー

ラム開催概要のパネル展示を実施したほか、パンフレットを配

布 

中
部 

湖北 10/17 湖北省の地場企業8社及び湖北省政治協商会議委員からなる一

行 16 名が日本の先進的な農業技術である植物工場・溶液栽培

の現場視察を目的に来日し、株式会社みらいの柏の葉工場視察

を支援。中国内において安全かつ高品質な菜食への需要が高ま

るなか、植物工場・溶液栽培のビジネスモデル及び湖北省への

導入ポテンシャルについて意見交換。 

10/26-30 日本の省エネ環境対策の知見を深めることを目的に来日した、

湖北省政治協商会議人口環境保護委員会邵漢生主任一行を受

入。神戸市東灘処理場・中央防波堤埋立処分場にて、日本の先

進的な環境問題への取組みの現場を視察したほか、当協会の賛

助会員企業数社と意見交換を実施 

西
部 

四川 4/1 成都市人民対外友好協会趙玲副秘書長一行が来会。経済・省エ

ネ環境分野における日中交流の積極的な推進を支援、両国中小

企業の相互交流を重点と位置付け関係部門と協力していくと

確認 

4/15-17 現地政府、日系企業等から大気汚染改善、新型都市化に係るビ



11 
 

ジネスニーズ、課題を聴取（生田専務、上海事務所） 

6/26 「日中経済協会 黄石市省エネ・環境等発展協力協議会」連絡

会実施。現在の状況報告、企業からの提案を含む意見交換を実

施。今後の動きについて協議し、引き続きフォローすることで

一致 

7/23 魏宏省長が友好姉妹関係にある広島県の招へいにより来日し、

岡本理事長をはじめとする当協会役員会社と会見。四川省進出

日本企業との直接交流を通し、四川省でのビジネス展開状況を

報告 

11/24-25 15 年 2 月に計画中の理事長四川訪問と、同時開催の省エネルギ

ーセミナ（省エネセンタとの共催）について説明し、協力を得

るため訪中。また協会と四川省との協力回顧と強化、省エネ環

境はじめ関心分野についての連携と課題について協議 

1/31-2/4 鐘勉・常務副省長等に会見（2日午後）したほか、（一財）省エ

ネルギーセンターと共催した「日中省エネルギー技術セミナ

ー」（成都）に出席（岡本理事長、中島部長）。滞在中、成都北

部の重工業都市、徳陽経済技術開発区を訪問し、劉宏保・共産

党委員会副書記ら同行のもと市内を視察。 なお、当協会のア

レンジにて、省エネルギーセンターは 4日以降、徳陽市を訪問

し、重点企業 2社の視察と、省エネルギーワークショップを開

催。 

重慶 3/14-17 重慶市対外貿易経済委員会李謙副主任一行 10 名を受入。 

 
 アモイ 8/6 厦門市投資促進局傅建洪副局長一行が来会。同市の経済状況や

当会の活動について意見交換を実施し、今後一層協力していく

と確認 

福建 10/22 福建省商務庁鐘木達副庁長一行 9名が来会。福建省の最新経済

状況についての紹介のほか、日本企業の誘致を目的に来日。福

建省は中国大陸と台湾を繋ぐチャネルであり、中国中西部にお

ける物流の中心地。重点産業は自動車、電子、石油化学。人材

育成、知的財産権に力をいれつつ、平潭自由貿易区構想を中央

政府に申請中。 

 

分野 月日 概要 

大気 6/8-9 北京市の要請を受け、「第 8回中国北京国際省エネルギー・環境保護展覧会」

に岡本理事長が出席。日本経済界の対中大気改善協力の取り組み状況を積

極的にアピールするとともに、更なる具体的な協力が進むよう支援 
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9/10 北京市節能環保中心からの、省エネルギー・クリーンコール・脱硫脱硝・

VOCs 対策等大気汚染改善に資する分野の技術や管理・経験等の情報収集の

協力依頼と、賛助会員の要請に基づき、酸素系燃料添加剤についての技術

交流を実施 

水 6/20-21 「第 8回環境技術産業論壇」（中国水網主催、北京）に参加。本論壇で発信

される技術の現状と方向性、産業化・ビジネスモデルの動向、中国のニー

ズ等を把握し、日本企業に情報を提供。日本企業のマッチングを支援する

と同時に専門家との交流をサポート 

9/20 「中国コンセプト下水処理場プロジェクト（（2050 年時点での中国の下水

道処理場のあり方と方向性を研究・実証）」推進専門家グループと、日本の

専門家との交流会議を北京にて実施 

12/1-3 「2014 中国水博覧会」（水利部主催、北京）に 3 年続けて出展、日本の上

下水道、工業団地排水処理、湖沼浄化や日本企業の技術・設備について紹

介。「中国国際水務高峰論壇」「水質監測技術管理論壇」を聴講し、専門家

や関係者と交流 

1/28-30 第 6 回国際水ソリューション展（InterAqua2015）に昨年に引き続き出展、

中国の水資源、上下水道、水ビジネスの状況や、水処理関連マッチング支

援を紹介した資料を配付、中国水処理市場について相談に応じる 

都市

化 

スマ

コミ 

4/18-20 中国都市化ハイレベル国際フォーラム（毎年上海で開催、第 6 回。メイン

主催者は「国家発改委・中国都市小城鎮発展センター」）に出席（団長：生

田専務）。主催者からの要請で「日中都市化協力展望分科会」を主催し、都

市の低炭素化・スマート化、グリーン化と①交通ソリューション、②沿線

開発、③循環経済との関連性につき、本邦企業及び自治体の P.R.プレゼン

テーション・交流を企画・実施 

6/23-27 李鉄・国家発展改革委員会城市・小城鎮改革発展中心主任一行を受入。一

行は大阪、豊田、横浜、東京、柏などのスマートシティや都市再開発現場

を視察したほか、都市化に関わる政府機関、企業と交流。また、都内にて

「新型都市化計画」に関わるビジネスチャンスについて講演し、中国国内

の都市化の概要や政策の重点について紹介 

8/1-2 生田専務理事を団長とする賛助会員企業一行 27 名が河北省張家口市崇礼

県で開催された「２０１４ 崇礼 中国都市発展国際論壇」 に参加。本論壇

の枠組みを活用し、1日午後には、「日中スマートシティ発展検討会」を開

催 、8名のスマートシティ専門家が登壇し、今後の日中合作の可能性を検

討 

10/14-18 中国国家発展改革委員会都市改革発展センターとスマートシティ連盟会員

企業の担当者が来日。日中経済協会、J-CODE を中心に都内の都市開発現場

(含柏の葉)を案内するとともに、今後の協力に向けた意見交換を実施。 
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11/7-10 中国での事業化を目指すには日中間でのスマートシティーの概念や前提条

件の相違等、ギャップを埋める必要があることを日中双方が認識し始めて

おり、今次訪中では、日本側参加企業から、中国側参加者（地方政府・都

市化担当者、中国スマートシティーアライアンスメンバー）に対し、スマ

コミ、スマートシティー展開に向けた日中比較等も含めて、日中間の相違

点や課題等について意見交換を実施 

1/28-31 李鉄・国家発展改革委員会城市・小城鎮改革発展中心主任一行を受入。当

協会と都市化センターとの間で、相互信頼を強化し、交流の拡大、協力の

促進の実現により、日中両国の官民連携の協力プラットフォームを形成す

ることを目的として「スマートシティ等協力推進」に関する覚書を締結。

また、訪日団は、会議の前後で、関連企業の訪問を実施 

その

他 

11/1-2 北京にて開催された中国循環経済協会主催による『中国循環経済発展フォ

ーラム』に出席。全体方針の確認が本フォーラムの主目的であったため、

具体的な技術、ビジネスマッチングが行われる場はなかったものの、目下

の課題や経験を環境関係者が共有・議論し、ビジネスチャンスの創出を支

援 

11/19 北京市投資促進局訪日投資促進団を受入。当協会は「2014 日本企業投資北

京プロジェクト商談会」を共催し、日本企業に向け北京の投資環境を紹介

すると共に、最新の産業市場参入政策の解説、投資協力ビジネスチャンス

を広く推進 

11/27-28 中国工業信息化部の指導の下、中国工業省エネ・クリーン生産協会（会長：

王小康・中国省エネ集団公司董事長）が「省エネ・排出削減 緑色未来」

を主題に、ハイテクかつイノベーティブな技術・設備を有する企業の製品

展示である「中国国際省エネルギー・環境技術設備展示交易会」及び関連

フォーラムである「中国国際省エネルギー・環境技術設備フォーラム」に

出席。各分野における中国の取組の現状について情報収集を実施し、日本

の産業界の協力・協業を推進 

12/19 国家発展改革委員会国際合作中心が主催する「廃車処理産業発展国際経験

検討会（於：北京）」に参加。中国側からは国務院法制弁公室、環境保護部、

工商行政管理総局、保険監督管理委員会などの実務者のほか、北京、天津、

長春の企業家などが参加。日本側からは豊田汽車研開中心（中国）有限公

司、豊田通商（中国）有限公司などが日本の現状を紹介 
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III. 日中省エネルギー・環境ビジネス推進協議会（JC‐BASE）運営 

(1) 幹事会及び連絡会の実施 

  次の通り実施した。 

  ①幹事会 

   ・2014 年 11 月 28 日発信（書面審議） 

    議案「JC-BASE 幹事選任（任期更新）」 

    （2014 年 12 月 18 日発の書面において、書面審議により議案が承認された旨を報告） 

  ②連絡会 

   ・2014 年 11 月 17 日 13:30-14:30  於: 東海大学校友会館 富士の間 

    議案「第 8回日中省エネルギー・環境総合フォーラム開催について」 

     

(2) JC-BASE 会員に対するメール情報サービス 

  2013 年度情報提供回数: 54 回 

  2014 年度情報提供回数（3月 2 日時点）: 42 回 

 

以上  


